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はじめに
スズキ科魚類 Lateolabracidaeのヒラスズキ

Lateolabrax latus Katayama, 1957は，日本と韓国

に分布し，国内においては鹿児島県大隅諸島以北

の南日本沿岸域を主な分布域とする遊漁の対象と

しても人気が高い水産上重要種である（村瀬ほか，

2012；中山，2018；中村ほか，2021）．

2022年 6月 15日に鹿児島県の奄美群島徳之島

において全長約 60 cmのヒラスズキ 1個体が釣獲

された．琉球列島における本種の分布記録は少な

く，中・大型個体が散発的にのみ記録されており，

同列島内の詳細な分布状況については不明な点が

多い（下瀬ほか，2011；三浦，2012；下瀬，

2021；中村ほか，2021）．したがって，本稿では

徳之島から得られたヒラスズキを本種の分布に関

する知見の蓄積のために報告する．

材料と方法
本報告に用いた個体は，徳之島で釣獲された 1

個体（KAUM–I. 169919，全長約 60 cm，頭長

123.1 mm，鹿児島県大島郡天城町平土野　奄美

群島徳之島西岸，2022年 6月 15日，釣り，北本

憲吾採集；Fig. 1）で，頭部と尾部のみ鹿児島大

学総合研究博物館（KAUM）に学術標本として

保管されている．また，生時と生鮮時の写真は同

館のデータベースに登録されている．頭長の計測

は頭部の固定標本でおこない，背鰭と臀鰭の軟条

数の計数は写真からおこなった．なお，本稿にお

ける琉球列島は，Motomura and Matsunuma (2022: 

fig. 5.2)にしたがいトカラ列島から八重山諸島に

かけての範囲とした．

結果と考察
徳之島産の個体（Fig. 1）は，背鰭軟条数が

15，臀鰭軟条数が 9，下顎背面に発達した鱗列を

有する，尾柄が太く短い，および尾鰭後縁の湾入

が浅いことなどの特徴により Katayama (1957)，

村瀬ほか（2012），波戸岡（2013），および中村ほ

か（2021）が報告したヒラスズキ Lateolabrax 

latusの標徴と一致したため本種に同定された．

ヒラスズキは日本と韓国（朝鮮半島南部と済

州島）にのみ分布する東アジアの固有種で，国内

においては石川県能登半島と茨城県から九州南岸

にかけての本州，四国，および九州の沿岸域，鹿

児島県大隅諸島，および琉球列島から記録されて

いる（村瀬ほか，2012；波戸岡，2013；中村ほか，

2021）．本種の琉球列島における記録は下瀬ほか

（2011）と中村ほか（2021）により詳細に記述さ

れており，これまで奄美群島（奄美大島，喜界島），

沖縄諸島（沖縄島，伊是名島，および久米島），

および八重山諸島（石垣島）からの記録が知られ

ていたが，本研究により新たに奄美群島徳之島に

おける分布が確認された．

本研究で報告した個体は，徳之島の西岸に位
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置する港で釣りにより採集された．また，第 3著

者による徳之島におけるヒラスズキの出現情報に

関する聞き込み調査では，1970年代後半頃に 2

個体，2000年代初頭頃に 1個体，同島内でヒラ

スズキと考えられる個体が採集された情報が得ら

れた．このように，ヒラスズキは琉球列島におい

て頻度は極めて低いものの稀に出現が確認される

ことから，本種は琉球列島で再生産をおこなって

はいないものの，日本本土沿岸域からの黒潮とは

逆向きの海流によって一定数が琉球列島に供給さ

れているものと考えられる（中村ほか，2021；本

研究）．

Fig. 1. Lateolabrax latus from Tokuno-shima island, Amami Islands, Kagoshima Prefecture, southern Japan (KAUM–I. 169919, ca. 60 cm 
total length, 123.1 mm head length). A: fresh specimen of lateral view of head; B: fresh specimen of ventral view of head; C: immediately 
after angling; D: fresh condition (after removing internal organs).
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